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K. E. Hagbarth博士講演会印象記
スエーデンのウプサラ大学病院臨床生理学教室で神経
生理部門を担当しておられる Hagbarth教授が，本間三
郎教授(本学第一生理)はじめ関係者の努力により，去
る 10月約2週間にわたり来日された。同教授は 1967年
度ノーベル医学生理学賞受賞者である R.Granit教授 
(1969 年 2 月 ~4 月来日予定)の門下であり，本間教授
とは同門の間柄である。 Hagbarth博士は主として人体
を対象として appliedclinical neurophysiologyとも
いうべき新しい分野で次々と独創的なアイディアの研究
を進めておられる学者である。同教授来日招へいの主た
る目的は新潟市において聞かれた第 21回日本筋電図学
会において，特別講演 Microelectrode recordings 
from human peripheral nervesをされることにあっ
たのであるが，上にのべたような本間教授との間がらも
あって，同教授から本学での講演を依頼したところ，直
ちに快諾され，昭和43年 10月 1日午後4時から医学部
記念講堂において第 470回千葉学会例会として実現する
ことになった次第で、あった。
講演は Neuroph ysiological basis and diagnostic-
therapeutic aspects of muscle vibrationと題され，
小林龍男医学部長(薬理学教室)による同博士紹介に続
いて行なわれた。講演は 35mmスライドと 16mm映
画の併用により進められ，同博士の日本人に理解しやす
い英語や，石川行ー学内講師の解説を区切り区切りに入
れていただいたこともあいまって，基礎臨床を問わず広
く神経学に興味ある人々にはもちろん，学生諸君にも臨
床生理学の今後の新しいあり方の好例を示し，感銘を与
えたものと思われた。なお会場には，わざわざ新潟から
新大整形外科教室の河野左宙教授(第 21回日本筋電図学
会会長)もみえられ，また「手の工学」研究班の方など
もみえられていた。
講演は 3部に分かれ，まず，同教授が利用開発を着想さ
れた偏心錘をもっ直、流小型モーター振動器を体肢の臆上
に装置して誘発される筋収縮，すなわち同教授のいわれ
る相性振動反射 tonicvibration reflex，TVRについ
て説明が行なわらた。 TVRは振動を膿に与えることに
より第 l次筋知覚終末からのインパルスが発生し，これ
の上行により相性運動ニューロンが興奮することにほか
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性質のものであるとする。健常者では振動中でも随意運
動調節力およびその最大筋力には変化を生じない。しか
し振動中拾抗筋のトーヌスは低下する。
次いで教授は，この TVRの，痘縮麻庫患者への応用
面について述べられた。すなわちこれら患者の麻庫ない
し随意機能低下を示す筋の鍵に振動をあてると，随意運
動能力の著しい改善と最大の筋力の増大がおこるとい
う。この効果は振動刺激中止後も，しばらく残存するこ
となどから，強縮後増大いわゆる post-tetanic poten-
tiation，PTPにより説明しうる。 この効果は直接振動
を与えた筋にとどまらず，その筋の関連機能筋にもおよ
ぶことがあるという。しかしこのような効果が，振動刺
激中，被検者の随意収縮努力が必須の条件であるという
事実は，随意努力により，ガンマ運動ニューロンのバイ
アス上昇により，筋紡錘上行インパルスが振動中維持さ
れなければならないことを示唆している。臆反射充進を
{半った弛緩麻庫患者では振動による効果はほとんど期待
できず，また正常の場合の同様，臆反射はむしろ抑制さ
れる。
博士は最後に自動的にオッシログラフと連動して，関
節の屈曲，伸展を行なうことのできる筋抵抗測定装置を
作り， passive tensionの hysteresisloopを摘記する
ことにより，振動の前後における筋抵抗を比較検討し，
固縮，痘縮の度合，治療効果の判定に利用しうることを
示された。この方法は，従来，とかく，痘縮，固縮の表
現，判定，診断が検者の経験，主観に頼りがちであった
のに対し，より客観的な根拠を与えるものであり，日本
でもこの方面の研究は盛んで、あるが，簡易な装置が開発
されれば神経学的検査の新しい routine examination 
となりうるものであろう。 Biomedicalengineeringに
とっては新しい課題を負わされたわけで、ある。さきにも
のべたように，講演に美しいスライドと 16mmカラー
映画の併映によって示されたが，中でも，上腕運動障害
を患った同国の著明俳優がパイプレーター着用によって
直ちに著しい随意運動の改善をみる部分は非常に印象的
であった。
なお，あわただしい帯日日程の聞を縫って，同博士を
囲むゼミナーが第一内科筋電図グループ，次いで第一生 
ならず，この点で古典的な意味での相性仲展反射と同じ 買で行なわれ，脊髄運動機能におよぼす振動)1現学教室の
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の問題をめぐる意見の交換が行なわれた。第一生理では
おもに動物実験を主とするデータについてセミナーが行
なわれたが，同博士は現在，主として人体を対象とする
臨床生理学の立場にあり，振動刺激のテーマをめぐって
千葉からの基礎的データをおおいに期待しておられると
のことで，本間教授はじめ，われわれもこれからの研究
活動について大きな責任を負わされていることを改めて
感じさせられた次第で、ある。
また，講演に先立ち，親睦を深める意味から第一生理
学教室全員および第一内科筋電図グループが Hagbarth
夫妻をおつれして房総南端に合同エクスカーションを行
なった。特にパーティでの交流は大学教室内とは別の雰
囲気での open discussionも行なえるものであり，若
い研究者には外国学者との交流という意味で，非常によ
い機会であったと思う。鴨川での昼食は海浜に新しく建
てられた高層ビル屋階で，太平洋の紺碧の波を眼下に見
おろすことができ， Hagbarth夫妻も房総の美しい海に
は深く感動されたように見受けられた。旅程を立案され
た第一内科村越助教授，渡辺誠介博士，いろいろに心を
砕かれた同科筋電図グループの方々に感謝の意をささげ
る次第である。(第一生理学教室助教授)
講演中の Hagbarth博士
